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自己がイメージする自分の年齢を主観年齢と定義し研究を行っている。日本人、米国人におけ
る顔画像を用いた主観年齢は総じて若年視の傾向がある。 
本研究では、自己若年視傾向の要因についての詳細検討を行うために、まず韓国人の主観年齢
を調査し、従来の日本人の結果と比較した。その結果、自己若年視傾向の要因としては、(1)自
己の顔イメージの蓄積記憶による牽引に起因する、人種や国籍に関わらない普遍的な要因、(2)
謙遜的態度や社会的地位を重んじる文化的要因、またはそれに伴う自信などの社会心理的要因、
であることが示唆され、また自己若年視の傾向は、(3)顔画像刺激の物理的特性の要因ではなく、
評定者側の内的特性に基づく可能性が示唆された。 
続いて、顔画像に対し「何歳に見えるか」という年齢評定実験を実施し、主観年齢の結果と比
較することで、自己若年視と他者老年視の 2つの要素について考察した。その結果、主観年齢の
自己若年視／他者老年視の傾向は、主観年齢推定特有のものではなく、一般的な年齢評定課題に
おいてもみられる特徴であることが確認された。さらに自己若年視傾向の要因に関しては、米国
人においては 2つの結果に差がみられ、自己若年視傾向の要因として考えられている 2つの要
因：(1)顔の蓄積記憶による牽引の要因、(2)社会心理的要因、を切り分ける手がかりを得た。日
本人、韓国人においては 2つの実験間で有意な差がみられず、日本人および韓国人の年齢推定に
おいては、社会心理的な要因が強く働く可能性が示唆された。 
最後に、関係流動性尺度実験を実施し、日本人と韓国人の関係流動性の違いを調べた。関係流
動性とは、機会コストの高さに応じ、人々がよりよい相手を求めて新しい関係を形成する頻度を
表し、自己謙遜表出と相関関係にある。その結果、関係流動性は日本人では年齢層間、韓国人で
は性別間で傾向に差がみられ、日本人、韓国人で傾向の差がみられた。このような社会特性の傾
向の差が主観年齢に反映している可能性が示され、社会心理的要因が自己若年視傾向に及ぼす影
響は国籍によって差があることが示唆された。 
本研究により、社会心理的要因による自己若年視傾向の影響を示すことが出来た。 
